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想像以j批界、小説への道

序

日本に住む荘日朝鮮人は、「日本j と「朝鮮j と

の狭間で苦難の際史をたどってきた。長い裁月の

の文学という独自のスタ

イルを築設上げたのである。「在日

で、百っても、新旧世代の作家の関には、

また仲品の質的な変化が克られる。旧

日朝鮮人作家は、不幸な植民地時代、朝鮮半島の

たりにして、

といったテー?で祖国

や家族の共持体の夢者描くのが多かったり設い換

されるのが、

の i在HJ文学の特数であると言えよう。

ところが、第三世代の在日朝鮮人作家には、も

はやそのような共同体への夢はない。「在日

は、確実に変わってきた。日本と朝鮮の

聞に横たわる不幸な対立の歴史や観念を乗り組え

て、日常生活ωrtの家族問題、あるいは

国との関わりに日が向けられ始めたのである。

李良枝は、 1980年代に出向を現わしたとき、そ

え注目の的となったの

え、

とし

ての昌也を求めようとする李良枝が、あこがれの

に留学したが、母国でト彼女を待ち受けていた

のは、「キョッポ j (在日同胞に対する蔑称)とい

う扱いだった。韓国人になりきれないという

上のわだかまりに訴まされた彼女に、

を与えてくれるのは、彼女が苦労して習い覚えた

母思語の韓間語ではなく、彼女が生まれ古った[1

ない文学の世界で、李良枝にとって日本語で刻印

された小説法、彼女と母国との冊、すなわち

ものとの間をつなぐものとして

出来事の場なのである。この意味で、彼:女の渉ん

でいた道は、「朝鮮人 iとしてのアイデ、ンティティ

←の探求を通して、「在住 iとしての尭異を発見し

たと言える。小説家としての李良枝は、決して悲

劇的な生避を送ったのではなく、日本一語でソj、説を

書くことの帯福を経験したのである。

本論考は、日本と韓国での暮らしをしていた李

良枝の文学遍黙を考え、 f時iI寵 j と「後篇」

て考察したい。この中で、 f朝鮮人 iとして

を母国に求めようとした李良枝が、 f家Jと「祖国J

との開(日本/韓国)を俳留しながら好余曲折の生

したすえ、想{象的世界、小説を作るに至

るまでの彼女の遍歴を検証する。これを通じて、

李良枝の文学の興邦性を考えてみたい。「前震j辻、

ただ単に李良枝の過去の生活を再現するような単

自的ではなく、両親の離婚騒ぎからくる存在

の根源的な不安にさらされた李良枝が、

退

経ることによって、

(表現不可能性〉

しfこし'0

r在日」とは

にして巧み

ってきた在

る。

るの

ぎる。だが、

されたこ

本の言葉だった。字良枝の場合は、しばしば韓国 は、 日朝鮮人たちの抜雑な心境を諮ってい

訴による表現不可能性が、文学を表現すること自

うくするほど極度の不安となるが、

る。

「在rl
をめぐる

は、これまで甫北朝鮮の二者択一

イヂンティティ←の帰属は、精神的苦痛に満ちた彼女を、エクリチュール

というこの終わりなき営為に送り込むような根源 が鮮明な主題となっていたと言っていい口林治治

と噂いてくれたむあらゆる対立、反山、 .L~は、そ

憎しみを乗り越えたあと、民依的アイデンティテ で、 ついて次のように述べて

ィーなどというものがもはやいかなる意味ももた いる。
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担問が分断されている現実がある以 L;{-七日二段朝

鮮人たちが自己の民族性を満足させる(民痕に秘性な

求める)ための選択肢辻、北朝鮮二二軒鮮民主主義人民

共手tJ国を選ぶか、南朝鮮=大韓民障を選ぶか、ぞれと

もどちらの国家権力の枠もそれとしては選ぱなし崎、の

こつである。(中略) r在日朝鮮人文化人J そ包附する

'1背況の厳しさは文学以卜.に難しいものがある。

文学が真理ーの追究であり思想、の表現である限り、在

11朝鮮人作家たちが白己の民族的同性をそこで開較し
ようとするのは、現在のH本社会の閉鎖的な惜別‘ドで

はしかたがない。(中略)李良枝がしEわゆる純文学作家

として Iナピ・タリヨンJで時場したとき、そのう子…

γの新しさには時f-tを感じさせるものがあった。ぞれ
までの在日朝鮮人作家たちは、朝鮮を舞台にしてその

社会情勢キ〉革命運動とその瑚辺を描く(金連舟 f玄海

灘 j r朴達の裁判j、金:ri範「鵜の苑火山鳥J、李挟

成「見果てお夢i等か、在!Iの煩関と日本社会の不当

性を表現したもの〈金泰生「骨Ji-.1私の人間地図J、

金石範「祭云jなき祭りい金鶴詠「凍える口J等)であ

った。それが李長校の場介辻、

女性.が韓国で受けるカルチヤ}シ没ツクな背:誌として

哲jめての小説であったからである。在日朝鮮人二i哉の
韓民での煩悶と詩藤を李良枝は丹念絞りた。

良枝の語liv'た煩郊と韓ITcI社会でぶつかった棋は、ぞれ
までの在日朝鮮人作家たちが求め続付た「嵐怜 iから

の圧迫であった。{中略)

ところが、李良絞0) r [111開J が指し示したものは、
在日朝鮮人が朝鮮人としての民族的な特間安すでにか

なりの程度まで失っているという前慌に;立っている。

当然「担!吋」であるはずの韓国や、母国語であるはず

の韓国語からはねつりられる。

由照が母語でない母問調の18t較した鞠閃から逃れ、
母語であるけ本語の欣界に波りたい気分に陥るスト…

ーは不盟議なものではなく、…般的な傾向と日える。

文学はもちろん政治組織からも自111でなければなら
ない。しかしそれは偶人として強し為政治性合獲得した

土で文学に従事するということを丙定するものであっ

てはならなし、事長校とは逆に点付朝鮮人文学芸で朝

鮮語で文学創造する場合辻、非常に強い民族;意識を持

たなりればら:ら

らなしけなぜなら、

境は、とりわけ f民族牲J と切っても切れなし

係にあるからなのだ。この間期は、たとえば在日

朝鮮人の世界では、「・等朝鮮人J 二二等朝鮮人J

「三等」「阿咋」といった身分制にまで反映されて

いる O 帰化した在日朝鮮人作家の深沢夏衣に r干支

の子供.A (講談社、 1992・12)があるが、その中で
登場人物ウチーョルは、「在日Jの身分につしhて諮諜

こう語っている。
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とえば俺たちには同等までの身分制度がある。一

等iまよもB契約主体性をしっかり持っている主義者で、も
きるやつ、二等は主体性はあるけど

さないやっ、三等辻そのどっ九も欠、換して

るが、!吋籍をむゃんとしているやつ、門司;は帰北した

やつ、という呉合にね。{中略)その上、一等朝鮮人は、

北だ、i持だと立いの民主主的主体性の正しさについて争っ

ている。これが掩たちの盗なんですよ。け本人から克

れば、一等も同等もくそもない、みんなただの朝鮮人

なのに…...J 

「ウチヨ/レ、朝日混血は何等人間だ?

I協I巾古削1なんか物の数にも入

!思目尽lしい当でしい当るなんて、誰も考えてみようともしない

i!'E;lUlは透明人間だよ」

「民族的主体性」の有無は、いわば千五日朝鮮人の

アイデンティティーをはかる物悲しとなってい

現実問題として在日朝鮮人たちにとっ

て持籍取得は、むしろ彼らの選択を迫られる生活

ら「在

ど

っちも「在日J

み込もうとするわけである O
キム・ソクボム

家金石範は、同じ在

籍の取得をめぐって、「李'I~足成科への手紙J叫の中

で、次のように語っている O

いったい「在日 Iのわれわれにとって同籍とは何な

のか。戦後・九四七年に実施3れた外同人時録の阿耕
欄に、現在の韓国鮪をも全部ひっくるめて作日朝鮮人

全体を「朝鮮J として記載したのが始まりで、いわば

記号ーだった。一九四八年、出・北分断政府の樹iL後、
----"部が「韓国J記載になり、 !1本と斡!沢!との[外交正常
化とともにそれが!同籍J 化し、残りが i…朝農学…!のま

ま今けに奈っているが、……(中略)

的な!暫・北関籍選択に先立つて、

籍を取得した。(r!'略)

君は生来的な韓i寸両氏ではないの京LI斡鮮人。絶対
多数の韓間籍1i-I-1i)J、朝鮮総連係ナヨ王子jの外にある
絶対少数のはっきり無国籍になるだ、ろう朝鮮鰐だっ

た。そしておも十五万の朝鮮籍のう%毎年韓出籍を取

得している四、五千人のゆ人だということであり、こ

の勢いは一つの時代の流れでもある。(Lf'略)

在外朝鮮人の分断干Ll問の縄方の凶籍上の怖!瓜を求め
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cド綿翠者)

李恢成は r主民 jの作家として、ずっと「在日j

の存在について独自の論調を主張してきた一人で

ある。たとえば、 1996年に詩人金芝河と

こう語っている。

「指:F:lJという存在は、時に註日本から練外され、ま
た南北朝鮮からも時には継子設いされる存;(-Eでもあり

ますが、人間としての存在錨値と真価をつねに試され

ている、同日l難ながら忠実議で独自な存在なのですJ4

李快成は日本で活躍している であるだけ

イデンチィティーの婦属が在日

目されるのは当然である。

範は、民蝶統一の日が到来するまで

を求めない「在日 lの少数者

であり、いわばヂィアスポうとしての「在日j の

り方を選んでいる。しかし、いずれやって来る

bと同時に、玄界灘の向こ

うにある「祖lヌIJへの眼悲しはやや;不安である O

と呼ぶ古葉は突に重苦しい。

李良枝も帰化した在日朝鮮人の一人である。在

Hの「身分説j から言うと、彼女は「四等朝鮮人J

る。李良枝(戸籍名「問中淑枝j)は、

日

ら思くな

で起こり、

とうとう彼女が高三を中退し家出をすることまで

発展したのである。その後の淑枝は、技乱万丈の

生涯を始めた。民按意識に目覚め、みずからの日

本名を朝鮮名「李良枝Jに麗し、 rl:::l本人j にな与

さろうとする

「朝鮮人 j として

ようとした。家出をしたあと、

ヘ東京での在け同胞グループの活動参加、そ

してi丸正事件 1(獄中にいる在日朝鮮人一世であ

る李得喪)の救桜運動、制仰搾(カヤグム 民

との出会いを通じて、披女の中のく朝鮮〉

にも重なっていく。

以仁のことがらをふまえた f'で、まず戦中、戦

後を駆けぬけた李良枝の父親の来日

し、そして波艇の不安にさらされた李良枝の家出、

その後の彼女の生活軌跡をたrりながら、 f若本
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人j になりきろうとする父親の志向に背反する李

f朝鮮人J の志i勾を検証する。これを通じ

て、「朝鮮人jとしての李良枝の在り方、および伽

る彼女の、沼田に朔ける

ついて考えてみたい。

「民本人になりきろうJ

父、李斗浩(戸籍名「田中浩一1)さんは、

に当時の呂本支配ドの済州島に生まれ

る。昭和8年、漁民だった彼の父親は「内地(日

本)Jヘ出稼ぎ、昭和15年にト五歳の李斗浩さんは、

に乗って父のもと(三浦半島〉へや

って来た。日本へ来てすぐ列を乱した設は、帯、兵

に殴られたこともある。「朝鮮人は絞らないとわか

らないJ とまで言われたのだ。憲兵の拳で、

る彼の考え方は変わったという。そのころ

から、彼は二日に-Inlくらい、映画館ι行って映
i耐を見ながら住本の挨拶や礼儀作法を覚えたの

だ。その後、ニ年間尋常高等学校にも通っ

太乎洋戦争が始まると、李斗浩さん

と共に南洋に た。親子

てはいけないので、別々に分

って出発した。昭和18年、

さんがパラオ品にいたとき、父親は乗ってい

され戦死した。そのころのこ

ているの

ると、わたしは軍属と

てマグロ船に乗り、議1Jに行きました。戦後、トラ

ック品で戦死した父の遺骨とともに、時措外1.島に戻

ったんですが、潟両の反対を押し切って再びけみ;に来

たんです。恕いなIJり仕事がしたかったし、日本人の!義
理 j や F人情j にひかれていました。浪花節の恨w.で

よ。

戦後、山梨県寓J:古関rtiに6引のアパートを{苦りて、
織物の仕事を蛤めました。織物をtH.いで、北海道から

九州まで打拘iIこ行ったものです。そして昭和23年に結

そのころはもう、韓詩人だというだけで、

会蝦;強しました。

それでも、なかなか認めてもらえない。本当に顕に

きましてね。浅草で働いていた従克弟ω)]を{昔りて、

たんです。高士古川の麟場を借りて

ましてね。名i安売ることが目的でしたから一度きりの

つもりでしたのけれど、その興業がうまくいったもの

だから、みんなから I今度はいつやりますか!なんて
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?ぎわれましたよ。

この興業で経路30万円揖しましたけれど、支払いな
んかはきちんとやったから、名をあげることはできま

した。問中さんは“23術"もやってるんだ、 23識の若
さで大したもんだと O それからは、「田中さんはまじめ

だし、詰貯ごきるから話機売で1って、まわりの態

授はガラッとかわりましたよ。ぞれからがんばって、

25歳の時に家をたてました。今まで、たくさんの不動

産も持ちましたのとにかく、日本人になりきろう、な

りきろうと必死でがんばったんですの(中略)私が録免

したとき、娘の蹴金(芥開設作家故事誕段氏}は 9歳

でした。淑枝は帰化した夜、に反発し続けてし込ました。

しかし、時長絞って、私が韓問を;おれたわけじゃない、

u本で生きていくためにu本人じならざるを得なかっ
たんだということを知り、ようやくわかりあえた矢先、

あんなことになりましたから。ちょうどWe'refjlJ碍の

蕗蔀でした。妹のさか江と一緒に 4か問語の本を作る

と開いて、私も力になろうと思っていたんてるす。jWe'

reは、淑枝を供養する;稼味も込めて、なんとか続けて

いってはしいと患っていました。〈下線筆者)川

には関係したくない。少しでも左だと忠わ

れると、銀行は金を貸してくれなくなる。お互い

く握手をして欲ししりと、商売第一の生き方を

選んだ田中浩氏は、東京、出裂や千葉に土地を増

やしてホテルやレストラン、ゴルフ場など経営し

てこれまでに丑十何震円の偶人資産をつくってき

山梨県富士吉出市の納税繍長者番付の中で、

られるようになったのも、戦後

まもなくのことだった。納税額、そう、これこそ

日本で暮らしていく「パスポートJ なん

だと、田中浩氏は筆者にi語ってくれるのである。

一方、在日朝鮮人における不毛の民族的アイデン

ティティーの問題をめぐる争いや政治的対立

とは無縁だった。「わたしは朝鮮人Jの中で、苧良

の岡親についてこう語っている O

父は十七識の蒔に朝鮮から日本;こ渡ってきて吋と結

婚し、;探ー撲からようやく:殺の生活を築きあげつつあ

ったころだった。しかし、私が生まれるほんの少し荊

までは、唯一の線ぐらが叡のベンチだったというほど、

その生活は貧乏きわまるものだ、ったという。自舎であ

り、親類縁者もいないところで、どこの馬の骨ともわ

からぬ朝鮮人夫婦が、何の持別も迫害も受けずに過ご

せるわけがなかった。父の腕の毎はいまでも父白身、

思わず麟をゆがめるほど、攻、が想像するに余りある持

かを鮮明に物語っている。

父母はそれ以来、日本の文化・生活に少しでもjill合
し、 H本人からの信頼を得ることがこの日本の士官で生
きていくためには不可欠だと考えて、つとめて日本式

の生活になじみ、また子どもたちへも H本人としての
教育をはどこしていっ

李長枝の父親は、立本田民の習俗を遊守する模

範的な在H朝鮮人の一人である。富士山を後景に
建てられた、日本躍園のある六六0平方メートル

の日本式の家屋に…家が住み、そして司本文化・

ナー(生け花、日本舞舗、怒)

;こつけさせ、日本的な女性として育てようとした

のである。その頴いは、やはり「朝鮮人J から脱

皮して「日本人J になりきろうという夢に基づい

ている。生活様式、子供教育の面で日本の習俗を

すべて取り入れることは、ある意味で民本人より

もH本的な「国民化J の蕊向だったと苦える。し

は、決して信人的な好みの問題で

と好まざるとにかかわら

た。それ以外に

ないのである O

同民化 たしかι日本における近
ための強要な政葉だ、つ

た。とくにく間〉の世界口植民地から J¥ 、

苦い換えればく非世界〉からく世界〉へやって来

る朝鮮人たちは、征服者の地で言語、服装、挨拶、

儀式といった日本国民の習俗を遵守し、そ

しなければならなかったのだ。つまり、

民の牛~~協に適応できる身体と感覚を持たなければ

ならない。逆ι言えば、日本の植誕地統合は、同
化政策として現地人に対して時間・習俗・

日本自民化を強制したのである。ここで、そんな

自分をめぐる生まれの環境について李良枝の語っ

た言葉を見てみよう。

窓、が宵った地域は典型的なけ本のIH合的だったう

え、近所に瞬間人が‘人も住んでいなかったので、一

年に一度くらい語れる機会があるかなしの大較との距

離は遠く、自分が「韓国人J であることをほとんげ意

識しないまま子供の明を過ごしました。また父とほも、

羽本の社会、ことに閉鎖的な出舎時での生活や風習に

I1臨ちするために、皮肉な話ですがけ本人にもまして日

本人らしく暮らすことを、外面的にも内麗約にも強い

られていたように患います。

キムチというものを一度も日にしたこともなけれ

ば、韓亘i誌を耳にする機会などまるきりない環境のも
とで育ちながら、時たま詰ねていく大阪の窺戚たちの

存径と韓国人がたくさん住んでいる町の嵐景とのつな

がりを、自分でもそれと気づかぬうちに次第に恥ずか

しいもの、あるいは隠しておかなければならないこと

と感じるようになったのが、果たしていつごろからだ

ったのかについては正確に思い出せません。(中路}

父と母は、私が九議のとき日本へ帰化しました。当

時はいまと違って、様化の手続きがすごく難しかった

。J
W
句
.
M



想像的lU:W、小説への道

ことを思うと、父と叫にしてみれば子供らの料来のた

めに、より模範的な日本人であることをH本致時に証
明し、また響わなければという考えから帰化したと見

ることができるでしょう。/しかし、布、にとってt!;本の

i吋籍を持っているという事実は、精神的ι持の助けに
もならなかったし、また何の解決にもなりませんでし

た。 c私にとっての時間とu本β“

「在日j とは、 U本の内にあってく外>であり、

あってく他者〉である。よそ者として扱わ

れる「在日」は、 しないかぎり、

内にある<外>、く他者〉とし に溜ま

るしかない。「日本人Jになりさろうとした

氏は、しかし心の中では自分は朝鮮人であること

を-Bも忘れたことはない。十五戒で
そして甫洋で父頼者失い、戦後、

として北海道から九州、|まで歩き回り、底辺を祇め

尽くした問中浩氏の苛労は、人に語りきれるもの

五人の子供のうち三人を失い、

る妻とも離婚した彼は、今は討

と二人で千葉に住んでいる。

子あのころは、婦化しなければ、日本で食べてい

けなかったんだから O けど、今のわしは南とも

とも協力したくはないなアJ と、きっぱりと

してくれる旧中、浩氏は、毎朝、家近く

しながら、時々朝鮮語で唄を歌う O うたご

えは、浜辺を洗う波にそ手み込まれ、海へ流れてい

く。だ、が、「烏賊の踏の潤みて海に向き干さる 1と

いう気持ちは、やはり

日朝鮮人たち

= 壊れていく家捷

っていなし」ぞれは、

るものであろう。

取はrt1央高速滋路そ挟:iJミし、河Ir湖畔に向かった。
父はひとりでしゃべり続けている。前)JにJ主はなく父

ンドルを問主主させたままだ。父が持ち{犬せ、

河口湖に鴻れていかれるlJは、不思議に志うばど、い

つでも日士山が宵く読んだ引を11'対ι前方に泰然と特
えている。

「君にこんな訴はしたくないんだがJ

父は話の区切りごとにそう言い訴える。夜、はそのた

びに富土ruを説む。 11ちら4・3れたハンドルを横からjtい
きり動かせば、富士山も出え、父の詰も 1~j え、私も消

えることができるだろうか。

日刑判‘ぬの:女は無教養なんだよ。結JdJね、男を男と!以

わないんだ。誌にこんな話はしたくない。だが…ー・ど

うしておとうさんとおかあさん治すこんな版iになってし
まったのか、君がわからなくらや。君たfうがわからな

いままだとおかあさんのようになってしまうんだ、よ

;父は祷iをすすりながら夜、の識で話し続けている。父

;ま自分の戸の抑揚に没りきり、弾みのつく長しさに酔

っているようだ。謀、l:ilrを院んで‘いた若々の日も潤みだ
す。どうしてこうなのだろう。母に対してもそうなの

だ。聞いているとどちらが悪いのか解らなくなってく

るの淀みきった密室の空気が噴く身体を締めつけ、隣

捕にもイた苛立ちの中で、寓はぐらぐらと歪み給

めた。

ひしひしと緊迫感と切迫感が伝わってくる上記

は、李良枝のデビュー作 Fナピ・タリヨン』

からの引用である。李良枝自身の「私」的体験な

ふまえたこの作品は、彼女が韓関に留学し

心構えは遺書を書くつもりだっ

しい世代の在日

γ同定されたハンドル安横からJ患いきり動かせ

ば、定士山も前え、父の話も消え、私も消えるこ

とができるだろうか」と、「私(小説の

壌には、

は、向分を含めて生きているこ

は、ほとんど留日高恥上~UJ を

してきたと言っていいが、心の

して「向然j の不調和が刻印され

ていたG 白然な富士"lUの雄婆と、心の中に重なっ
てくる富士山のイメージとがぶれている。故郷と

「富士山 J という言葉は、彼女にとってどん

なに損背しいものだったろう。父と母の関係はど

うなっていくのだろう、子供の自分たちはどうな

るのだろう、そのうち

さらされた

ちてしまった。一方、前方をじっと見つめ、ハン

ドル仕握ったまま、まち:を疾走させる父親の姿は、

ある意味で象徴的ι彼の生き方そのものな物語っ
ている O

文学は、無限の出会し

表現行為である以上、

との関係

引用し

る」料のである O 本稿に

は、ただ単ι作者告
身の幼少時代の思い出を語っているに止まらず、

より議要なのは、家賠の問題(大人/子供、

が入閣の生の世界における出来事とし

いるということである O われわれがそこから読み

とれるのは、対立、反口、無視、構しみといった

父親の母親に込めた感'1誌の露出である O そして、

60… 
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怯える子供たちの不安……。

されているの

は、「私Jの存在からの不安、線外そのものである。

それに、壊れていく家誌の予感。いず'tLやって来

る家族の崩壊に11!会う「私」の舟〈きているこの悦

界が無意味な、非情な到米の出来事として綴られ

ている。すなわち、人間のという

に提示されている口

李艮枝は、

として七人の家庭に生ま

た。淑

の年、

ど続けられていて、

たの?ある。その前

:人の兄が病気で相次いで亡く

~) l) 

てこう関いかけている。

家では'憂うつであった。|刈親の不{小は久しく、じり

じりとくすぶりつづけていた。それ誌私が小学校五年、

ちょうどいちばん下の抹が生まれた時、時静まっ

かのように見えたのだ、が、相変わらず陰桜なヤ!誌が家

Lfjをとりまいていた。けんかなら思いきりやりあって、
その?をさっぱりとしてほしいのだの何度も何度も離主{y

の話が111て、そのたびに税接会議が聞かれるのだが、
どもたあωこと、その地さまざまなことが鍔告にな
って、 Mの解決もなされないまま妥協を繰り返してい
たのだった。(rflt経)

夫婦とは何なのだ、ろう。二十数年間、一:人寸たどって

きた丹まもとiをお金なもって清算するということ、そして、

持時に fどもも。いったいどういうことなのだろう。
悲しい疑問ばかりであった。

そのような時に、父は私たちとうために、学校が

斡わる時五IJをみはからって枝子jで市に張って待ち伏せ

ていることがよくあった。まったく Jゴかしなii元だ。し

かし、私はむげに父の行為を1Bなことはできなかった。
妹たらを迎えにいって、いっしょにドライプをしなが

ら食事をした。 りには絡索で、そういうことがーヵn
に三同ほどあった。取によ長っている!出、立またちは父を

あからさまにとがめながら、!~芸きわまってよく泣き

し、手i¥も iどうして不ムためをんだのか!Jといわん

に、似みつらみを泣きながら訴えたの家庭内ぴ)

空%は絶望的であった。

これら をつくは、

らずっと

に入ってから

もさぼるようになって成績が下がる

った。「家に帰っても状鯨は少しも変わらず、日音い

はら穴で持をするということもなく、ただ黙りこ

くって生きながらえている小動物たちをj思わせる

った。

そんな多感な少支持代を過ごした湘枝は、しか

、不宰にして自分の生きて

ニオLらカにのち

のとなっている。

荘、は人が黙っていることがたいへん恐ろしかった。

何でもいいからとにかく定ってくれていれば官心でき

るのである。〈中略)f惜し、家賠環境にはぐくまれた在、の

:Ii然ω諸物だと，Tえばそれまでなωだが、羽子f:もその
ような什分に悩むi時、夜、は小、小学校時代のまったく

i誌と闘の生活を患い起こすU)であるの
私は、父と NU)問にいる時、たえず1誌のi汽さ場のな

いれ分と、そしてたえず夜、を計三立する{lIJかを!~
iまおれ北かった。そのくせ常気ぴ)吊:さ、うくの沈黙が{日j

とも叶えぬほど悲しく、その上恐ろしいものであった

から、まったくつまらない話をしてまfi絡道化ながら、
そω蹴出を通り越せば人で*ツとn仰をなでおろす

るも

:
 

ρ
h
v
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いう見合だった。

父が久しぶりに帰ってくる。りは口もさかなし、黙々

と食事をして、その後のテレピな見ている時、父誌姿

勢をテレピに向けながら、じっとこわい日で母会にら

んでいることを、私以知っていた。心はひねくれ者の

ように L日づかいをしながら、「おとうさん、きょう~:t

校でね……j と A生けんめい話しかけた。笑ってほし

かった。何でもいいから汀をきいてほしかったのだ。

そうした気づかいも、している瞬間はやjやら絢がいっ

ぱいで、 3ほど苦痛ではなかったように思う。しかし、

部屋に採って一人きり』こなると、こみあげてくる嫌悪

惑はどうしようもなかった。ああ、このような気づか

い』こは耐えられない、父母の罵言のあびせ合いはいつ

までつづくのだろうと、朝まで摂れず泣きあかす;仮が

あった。ドわたしは朝鮮人J

なってきた淑枝は、高三の

…学期の終わりに、自殺をはかったが、未遂だっ

た。この事件が発生したあと、学校に通い続ける

のも精神的に苦痛になってきて、とうとう f学校

をやめて働く j と母に古った。母は、あと

けなのだから、がまんしてくれ、と淑校合説き

せようとしたが、淑枝;土吾分の主張を譲らなかっ

まったこ月初旬の寒い日、「私は、

このままでは、性きている意味がありません。

して、自分ひとりで、いちからやり臨し

てみようと思います。心配しないでくださし凡さ

かちゃん、お母さんのこと頼むね。わがまま

(カマーゴきか江[李良枝姉j より)場10と

いった内容の手紙を封筒に入れて、それを居間の

ちゃぶ台の上に置いたまま、淑枝は貯金三万円を

もっ

っていたが、とうとう金

れて、 2誌に戻ったのである O

ちは朝鮮人だし、いくら勉強しても、いい

はっけないんだから、こんな田舎を出

くわ。でも、お父さんのいる東京にはしhきたくな

った。

る。あそこには、文化があるし、

もいないものJ

より)と、京都から戻った淑枝

母の知人の紹分で、

くことに

きながら、

そのころの淑枝について、妹のカマーゴさ

62 

さんは、次のように語っている。

I~lû織の話をする以外は、夜、たちは仲のいい姉妹だっ

た。私が中三になって、修学課行で点都にいくことに

なり、年ぶりで、私は絹jの顔を見ることができたo

I:H舎にいたころに比べて、ずいぶん大人っぽくなった

姉を見て、うれしいような、悲しいような気持ちだっ

たことを覚えている o (中略〉父は丹に…浦、二疫、妹と

私に会いに、学校の校内まで取で迎えに業て、寵坂併

のレストランで食事をし、家には寄らず、東京に帰っ

ていく、というパターンを繰り返していたの今度拡母

の悪uに加え、問題y-~， ~rlîのことも愚痴りはじめるよ

うになったのだの大好物の海老フライの味は、いつも

涙でしょっぱかったのを党えている O ドヨド良枝姉J)

出壊した家庭は、いわば地面にかけた水のよう

にもとへ民ることがありえない。無関の底に突き

落とされた幼い三人姉妹は、来る日も来る日も

は、彼ら親子の睦ま

じい対話の場でなくなり、怨みつらみを訴える

と変わったのだ。その壊れていく家庭、大人のイ

メージ、そして自分を奇ててくれた Iふるさと

ふこついて、李良枝 ように語っている。

私は出舎の高殺を二二年で中返した。そこにF生kまれ、
1 
渡》義器や懐カか、しさ4安ぞ覚えたニとがなし瓦、o 家絞の二陪の窓を
開けると出士i山lJが点近;にこ錨え、近くには観光客のたえ

ぬ市士fi.i鵠があるのだが板、は町の周辺の地名さえろく
に覚えようとしなかったし、行って遊んだ記憶もあま

りない。親類縁者もいないこの土地を父がなぜ選んだ

のかはわからないが、地縁的にも山線的にも私一家は

“よそ者.，った。その中で、“よそ者"の私は、小学

校の頃から子ふるさと」からtfJて行くことを渇望して
いた。在、には、同-を定めるとか、根をはやすといっ

魚沼への志向がどこかに欠瀦しているかもしれない。

いま 3らのようにそんな白分を考えさせられる。私の

rtの「ふるさと j は大人た%の顔、類、顔でひしめき

あっている。雪をかぶった出土IIIの冷厳な!戒梓も新経
鮮やかな山々の嵐長もなぜか速く、それらは fふるさ

とiの単なる装J1fJi物である以外、私には街の感慨もな

し)0

f11lj親の不仲、日11崩は物J心ついた小きい私をたえず揺

さぶった、 1i搬が崩れては織みあげられ、実に些組iな
風雨によってまた崩れ落ちる O いつの関にか私の家庭

のイメージは徴開粉1:)(に散っていた。(中略)j吋親のあ
びせ会う認可が結局、結婚したことへの後悔につなが

っていくのを感じるたがに、私は子供である良分の存

のやまし3を考えずにはいられなかった。それは悲

しい疑問だった。精神のつながりのない血縁関係なん

て彰ばかりの機関にしかすぎない。それは愚かでb醜い

幻党である。(中略)大人たあの作り出す生活の流れ、

の演技に私iまたえられなかったのである。
線11

は、じっ ら一番I.1J殺がら
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れた。彼を日本的な女り性に下手てようとした父の

活り花を智わせ、一方、

いつも長い或結で父の願い

日本的な女性とし

と、 r日本，人JVこなりきろうとょうとする父

する自身の夢とが合致した。ぞう思ったばかりで

なく、実際の行動でそのように実現させようとし

だが、その夢拭悲しい物語でもあったり

かつて筆者は李長枝の父親に会った瞭に、淑枝

さんの家出について訊ねてみたが、田中古i;氏は、

うと恥ずかしいことだけど、妻との離婚騒ぎ、

あとは、うん、帰北を理由としてあげられるんじ

を出たあと、まる五年間、椴と

ったんだ。あのころは会う

と、必ず日喧輸になったんじゃ」と涙ぐんで語っ

てくれた。

ru本人j になりきろうとする田中浩氏は、
鮮"なる身体をもって討本人の前で“日

じてみせる。そして、娘

として育てようとするため、

り捨てていた。日本人になりきろうとするた

めには、そうせまるを待なかった、それ以外にJj
法がないので為る。しかし、初っても切れない自

分の“朝鮮"なる身体と、同時ι市労して身につ
けた廿本の礼儀作法などとが介在する生活のけI

どうしてもかみ合わない部分がその身体に唄

を生じたのではないか。

などだとする考えは、

の志向

によるものと忠われる。換 riすれば、く文明〉

のく野蛮yへのf!主制、そこから無意識的に

への軽蔑、反日、無制、ないしt脅しみが

身体に植えついたのではないか。そのようにして

生じてきた生活や感↑ltii而での披綻が夫婦関係を悪

化させ、その後、日!日i'iを経て離婚訴訟へと発挺し
ていったのであろう

鴨t斤高校を業後、家にかjっ まず、白

し、そして「そ

んな日本に帰化したオヤジを許3ないj と

るのは、京都から甜ってまもなくのことだった。

この親子-コ入は、一人は「日本ふ人J になりきろう

と考え、もう一人は γ朝鮮人 j としての自己を取

り戻さなければならないというところ

ると、言うにとどまちない人の志保は、両者

く外部〉ニ同化しえない領域を内に抱えて

は類似性を持つものだろう。とこ

ティティーの開題から、!朝鮮人 jとして

的な異議をつきつけたのである。一家

としての両親の離婚騒ぎ、そして根誌から父の

を揺るがす李長枝の逆襲は、それぞれ家族の過

去の物語の中で蛾烈 していた。

四 「内なる朝鮮人J

さんは大阪生まれで、

は、母に連れられて大阪にある母の実家

たことがある。次の文章は、李良枝が母方

ω実家について語っ る。

掠植物の市史:が品をつく大阪の長F誌の噴き。 万年蒲U1
ラボジ(担l父)は、ばろぼろにな

ったハングルの斡討を '[llfJめくっていた。ぷ附く去

った若桜鏡、しみだ、らけの大3な子。久し振りに遊び

にきたがIJ~ ￥私を拍き寄せては、史、い日 U.;]，をふきかけな

がら、アーヤーオ…ヨな何度もくり返した。私たfう‘ A

京だけが…俗、前途くにnらしていたためか、遊び、に行っ
た時の報u支の騒ぎようといったらなかった。長同の続
くごみごみした町北も、iまのへこんだ狭昨しい部屋も、

も、小dな夜、には1itJ-ごもないことだったのだ。
その開聞きを物玲し3として再び¥選ぶことだけに無

う長屋、 は、

あった祖父のイメージとなってい

る。そこが、日本の中の「朝鮮」、大阪生野区の朝

あった制父の

「アーヤーオーヨ

の原風民である。

させないように

らくる

は、もとも

「猪飼野詩集j、京秋月「猪

たしの務飼野J、

などカまある。 また、

本三文オペラsは、そこのアパ、ソチ熊の乱

3
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惣f象的世界、

関ぶりを取材して、日本文学の中ではじめ

朝鮮人の世界をとりあげた特異な作品である。

ところで、排摺物の汚臭が鼻をつく

の「家」に比べて、淑枝の住む寓士吉出の「家」

は、六六0平方メートルの敷地を持つ大活な日本

式の家臨であった。中には日本定冨が作られ、ニ

階の窓を開りると富士山の雄饗が真近に見える。

を後紫に、まるで討本景伯のよう

とも言うべきこの家屋にかたどられてい

る。そこは、いわば“朝鮮"なる身体が“日本的

身体"を織りなす舞台と替っていい。「キムチとい

うものを一斑も口にしたこともなければ、

を耳にする機会などまるきりない環境のもとでJ、

しかも父の願いで純粋な日本的な女性として育て

られた淑枝にとっては、「アーヤーオーヨJと吹き

かける伯父の臭いi吐息、強烈な汚臭の探う

光康は、どんな印象だったのだろう。この二つの

「家j の光景は、なによちも李良枝の心に亥せまれ

たく吾本>とく朝鮮>の風景を物語っている。そ

のうち日本庇臨の家毘は、父親の心象掛崇そのも

のを現しているとj忠われる O その一:つの風景につ

し五 辻、こう諮っている。

AFSというアメリカ留学生募集の試験な

受ける浅いに、私はJ-I籍簿勝本を見てはっきりと自分

が輯鮮人であることを知った。いやそれ以前からわか

っていたことではあったが、両親は鵠鮮語を子どもた

ちの前でめったじ鈍わなかったし、キムチも食べなか

った。それ仁111舎であったことから、同州がすべて

本人だったこともあって、私に“朝鮮"なるものを感

じさそるものは何一つなかったといっていい。(t!J略)

罷親はそれまでの生活体験から、子どもに同じ平常を

なめさせまいと、吉本人として私者育て、私もそれに

疑問を感じなかった。事実私は、 H本権柄、生け花、
お琴を背い、純斡に[1舞の名寂りを夢みていたのであ

った。たまに太販の親械の家;こ行くことはあった。

かし、そこから感じるもω捻“文化が遅れている"と
か、“汚ならししゾ'とか、“野議だ"という感情ばかり

で、私のプjからもその“朝鮮"なるものを長否し、自

分が朝鮮人であることを無意識のうちに否定していた

のであるの料

自分の中の「朝鮮J の発見、それは淑枝が京都

てまもなくのことだった。鴨t斤高校ι編入し
は、昼間は学校で、勉強し、夜

を手f云うことになっている O ある

へ通う市'竜の中で、民族衣装のチヲゴリを着て、

しゃべっている人あまり

鮮高校の女生徒に出くわし たしは朝鮮人j

の中で、つぎのように記されている。

その言ー;焦は1+のどこかず、っと奥の方に桟っていたお

いさんのしゃべっていた言葉であり、父母がけんか

をした時に思わず出てしまった父の言葉、吋の百葉で

あった。荘、はたじろいだ。彼女らは疑いもなく朝鮮人

なのであるのしかし、恥ずかしくはないのであろうか。

すぐに新幹人とわかるような氏挟衣装を着て、すぐ

朝鮮人とわかるような輯鮮語をあんなに大きな声で

ゃべって……。夜、は腕をずんと何かに打たれたような

鉱がして、同時にまつ赤になってしまい、下車献を知

らせる「一荒神LlJ の声合聞くと、逃げるようにして降

りてしまった。

{皮女らはどうしてあんなに勇ましいのだろう O 平然

としていられるのだろう、いやどうして朝鮮人である

ことがあんなに内然なのであろう 。-H中どきど

きしながら、ぞれらのことを考えていた。ところで、

この私はどうだQ ただi怒せ、!思せと、そして朝鮮人で
あることを絶対認められぬものとして内分に習いきか

せてきたこの私は、どうだ一一一。

無意識tこ、長いあいだ切り捨てようともがきつづけ

てきた問題が、意外な出来事に点火されて思わぬはや

さで燃え広がってしぺ。 街撃であった。その日以来私

は、-1:1たりとも朝鮮という言葉白思い起こさずには

過ごせなくなったの

朝鮮語を父の言葉、母の言葉として関こえたの

は、ここで拭やはり二重の意味合いを持っている O

このあまりにも U常的な出会いによって、自分も

ると意識した淑枝辻、ぞれを器、そうと

する自分に対し屈折した嫌悪感を覚えると同時

に、民族の三葉としての朝鮮語への親近!惑を持つ

ことになるのである。かくして、 中の「父J

であることと「母ムおよび「内なる

面した彼女域、そ を問わな

ちなくなった。

私が九歳の時、父母はH4:に婦fとしていくのだが、
私はその行為自体を取りト‘げてうんぬんし、両親を責

めることはできなしh 当時九識だった私は、不本意に

も自齢的に制化してしまったわけだが、だからといっ

て私が朝鮮人であるということにはまったく変わりは

ないと思っている。父母がこの什本において、私の知

らぬ重い昨~史を背負ってきたことを考えれば、「婦イ七」

という不自然な状報を強要し、私のような在U朝鮮人

二引を生み出してきたのは、ほかならぬこの什本だと

考えるからである。 (rわたしは襲鮮人J)

と H本」、まさιこのごつ
めぎ合いの中で育てられた李良枝は、

奇跡:けぬけた父親の身体に帰化の陛史牲を読み取

ったのである。
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負荷は大きかった。ところで、鴨訴高校で淑枝に

とってもうひとつ決定的な出来事は、日本史の片

は、し>;b

と朝鮮の長

トン

ネルへと導いてく

辻本;史の最初の援業時間に、Jt[埼先企誌択のような

ことをおっしゃいました。「私誌控史を愛するり本史の

教師として、この教科書を掠って授業をしなければな

らないことを、たいへん銭念、に思っている。なぜな

ば、日本史を論じること拭朝鮮5たを論じることであり、

とりわけ口本の近代史は、朝鮮:史との関係骨抜きにし

たら成立すらしなしゅ￥らだ

先生が言われたこのようなお話そ捌いて、夜、はすご

いショックを受けました。そωとさまで「朝鮮人 j と
いう言葉の轡きに['1分から恐れそなし、ひたすら斡同

人である事実は偲さなければならないこと、あるいは

恥ずかしい致命的な欠陥としてしか考えたことのなか

った私にとって、先1:のその百築はシ双ツグであるよ

りほかにありませんでした。(巾時)

Jt問先竺との出会いを湖じて日党めた、民族;程調と

アイデンティティーへの悲し泊った義務感ともいえる

開題意識は、もっと移くのこと奇知りたいという熱情

と併せ、 11白追って在、ω心のrf1の大活な部分を占める
ようになったのです・ (f在、にとっての母問と II*J)

そ

だった。こ

いう

その一歩は、

鮮人J に到来することであり、それと

独を背負うことにもなるのである O

υ本長むの先1:と話をするのは、同休みや仕事が始ま
るまでの般i課後に限られていたωで、よく子紙を芹い
た。一学期ω校、ωレボ…卜 l土、どうしても感情的なレ
ベルを脱しえなかった。なぜなら、私のfIIiに提示され

るu本と朝鮮の熊史は、まさに抑J[十aと被抑H::正の町長史で
あり、 41:条瑚な手作盟主義ω侵略とそれに対する巣敢な
朝鮮民抜の抵抗;史、凶l史であった。 不法な録時戦争を

もってこωu本は肥え太り、現在にいたってもまだそ
の野心達成のために粉飾令こらして校略しつづけてい

る。私はただ、これらの事実に党えβ摂りそ、レポー

に次々と書いていったのであるJ“

にはいられなかっ

は、自分の考えた

実は被害者の立場でしか捉えなかった

「わたしは朝鮮人 lの中で、そ

示されている。

朝鮮人が朝鮮人としての主体性をもっということ以

“3れてきた"とし 3う被害者の立場のみにとらわれて

控相的に壁史を見、怨念のみを麟成するという思考・

行為から時けっして生まれてはこない。布、が朝鮮人で

あり、しかも在日する朝鮮人二世であるという学客観的

な状況をつくりだしたその原図と、この日本社会にあ

って以後私がどう生きて打くべきなのかという、自分

るO

である。(下線筆者〉

この文の中に、被害者の立場で、監史を見るか、

自分の生き方という位置で幣史を見るかによっ

て、歴史認識が変わるというこっ

長j之されている口自分の巾でこの二つ

えていながらも、自分の生きる方向性心よって時

史事実がよみがえると信じる淑枝は、政経の捜撲

で先生から『月刊・考える高校生』という新聞を

を発行する高文研(高

そして、わざわざ

ついてのレポートをまとめた。かくして、日

;土、

た別なところで身近に忠う J ほどだった。

あり方、「朝鮮人 jとしての生き

のは、そのころだった。

淑枝の幼いころからの友人、山下淳子さんは、

京都へ行った淑枝のことを、心に穴があいたよう

にJ惑じてつぎのように言在っている。

小さいころからよく遊んだ仲で、京都へ行ってから

も子紙のやりとりがありました。といっても銅のよい

入でしたが、ガリ勉タイプでもなく、倒等生タイプで

もない、学校の勉強は秘かにするという努力家でした

ね。

京都に打ってから討本史の先に出会い、日本人の

たことに討を背けて以いけないと教えられたことか

ら、民主安立識に 11']ほめたようです。 二十議を過ぎたこ

ろから、 1I本人に対する捕しみからか人を平気で傷つ

ることを言うようになりました。そのことが見で喧

嘩そし、しばらく交際が途絶えていました。(1心に穴
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想像的世界、小説への道

があいたようにJ)* 12 

「朝鮮」と「日本」、この二つの文化のせめぎ合

いの中で育てられた李良枝の文学遍歴を考えるう

えで、高三を中退した淑枝の「家出」は、大きな

意味を持っている。それは、のちに彼女が日本を

脱出し、憧れの母国に留学することにもつながっ

ている。その後、韓国と日本を往復する運動の中

で、彼女はつねにもう一人の自分と出会うのであ

る。

すなわち、「“かくある"自分と“かくあろう"

とする自分の願望、その中心線のぶれの中で確か

めようとしてきたもの それが私のく朝鮮>で
サンジヨ

あったJ (1散調の律動の中へJ)。心象風景とも言

うべき「私のく朝鮮>J像が、これからは幾重に
も重なっていく。

鴨t斤高校を卒業後、淑枝は働いている旅館を辞

めて東京に戻った。生きてし=く場所を自分で探し

てし功瓦なければならないと痛感した彼女は、人生

において新たな挑戦を始めることになる。

五他者のく声〉

李良枝の「内なる朝鮮人」への眼差しは、ただ

単に内側にのみとどまらず、自分以外の「他者」

である在円朝鮮人にも向けられていた。東京に戻

ってまもなく、彼女は IまだんjJ (広場の意)とい

う在日同胞の雑誌の事務所で朝鮮語を習いはじ

め、自分の名前を「イ・ヤンジ」と読むことを知

ったのである。それ以後、「李良枝」を名乗るよう

になった。

「李良枝」を名乗ってから、彼女にとってもうひ

とつ記念すべき出来事は、子記「わたしは朝鮮人」

(IT'考える高校生の本8一一青空に叫びたい』、高

校生文化研究所発行、 1975年)を発表したという

象徴的な言説行為である。

在、は在日朝鮮人一:↑甘:である O 現在二O歳だが、今11
までの私の歩みを語ろうとする時、自分が、朝鮮人、

李良校舎名乗るようになった過程を語るというかたち

でこの子記をすすめていかざる合得ない。なぜなら、

私が朝鮮人であることを窓識しだしたのは高三の時、

すなわちつい二年ほど前のことであり、それ以前の私

といえば、現在の白分のありょうを夢想、だにしなかっ

たからである o (rtJ略)11本という lJ常性のrjJにどっぷ
りとくみこまれ、組ITIの葉氏・愚民化政策と、そして
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日本の管理・抑圧政策によって巧みにつくりあげられ

た|司化政策は、在日朝鮮人の民族的自覚と未来への志

向を抹殺し、人間本来に保障されるべき生活をも消し

さろうとするところに、その明白な意図が存在するこ

とを知らなければならなしミ。(中略)ひらひらとは決し

て生きまい。 何かが見えてくるまで貧欲に生きてやろ

うと思うのだ。在日朝鮮人の一女性として O 

「ある日の時点、で朝鮮名を名乗ることは、それ自

体が日本総体に向けての挑戦的行為であり、自分

自身に向けてのそれでもある」と、李良枝は同じ

文中で語っているが、それのみでなく、朝鮮名を

名乗ることは、 IU本人」になりきろうとする父の
志向と背反する行為でもある。雑誌『まだん』を

通じて李良枝は、在日朝鮮人社会と出会ったので

ある。

翌年(1975年)、彼女は早稲田大学社会科学部に

入学した。そこの在日同胞の韓国文化研究会のグ

ループ活動に参加したかったからである。そこで

は、祖国の情勢や民主的人士の決死闘争……など

をめぐってよく政治討論を行なったが、その活動

は長く続かなかった。

「東京に来てから私は、在UlnJ胞の若者たちに多く出
会って来た。その一人一人がそれぞれの<朝鮮>をか

かえ、生さJJを模索していた。だが韓文研で連発され
る担l国は、私の<朝鮮>のイメージとはどこかが噛み

介わない、そんな気がしてならない。これほど加害者

と被害者がはっきりしている歴史を知っていながら、

在lJ同胞が分断され、いがみ合い、一つの指標を設定
できない状態が続いているのはなぜだろう O」*11

「あまりにも観念的なうえ、あまりにも政治的傾向の

強い討論の連続に、まず疑問を感じないわけにいかな

かったし、同時に、私がけ本の国籍を持っている事実

に対する同胞社会の冷淡な反応が、日前えようもない大

きなショックだ、ったと申せましょう o (中略)

私の心のrtJで、疑問の鎖はますます複雑に絡んでい
くよりほかはありませんで、した。そもそも真の意味の

政治的節操というのは、 1:liJ籍問題だけをもって論ずる

ことができるのだろうか。韓|玉li話の読みJ芹きもできな
ければ吋同に住んでいる韓同人の牛活の実態、も知らず

に、一体どこに依拠して「連帯」を語り、「反体制」を

呼び掛けることができるというのだろうか。 J*7 

韓文研のセクト主義、しかも怨念ばかりが醸成

された仲間同士の民族意識に戸惑いを見せた彼女

は、口先だけの「革命」を叫ぶ韓文研の活動に懐

疑を抱くようになった。それから、たったの一学

期で早稲田大学を中退した。彼女にとってこの中

退は、彼女が在日同胞の世界に足を踏み入れた最

初の蹟きであると言えよう。だが、その活動を通
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じて、 るシ
}

=たG

私は権力だとか、あらゆる特産的なものを鵠癒し、

軽蔑しています。来別されている者または部正されて

いる者のけ1にも鑑別があり、別の抑jどがあるという事

実、言いJ唄えるなら、芹;別されている者がある別の人々

に対しては先別者にもなりうる現実にぶつかり、ぞれ

を自分の問題として実感した結果、私は以上のような

結論にたどりついたのです地J7

さん住んで、いる地域、

同胞の経営しているヘップ工場で働き

安の家賃で駅の;良識にあるアパートを借りて暮ら

した口

アパ…トの裏の空地に洗濯物が的とりどりになび

き、東武鉄道の)l(輔工場から間遠tこ金j識者が響いてく
る。賠れこ{主行おばさんの東北説りの粘っこい大yfiが

こえる。披:女は銭湯でも、;ょをり娼る子{共た%にけた

たましい尖 t)j討をあげていた。歩いて_.，分とかからぬ

ところに銭湯はあった。銭湯はその土地ぷ生訴する

人々の良いや汗、その他存Il場みたいなものを教えてく

才Lる。*11 

その暮らしは、いわば日本ド|籍を持つ彼女が知

らポる朝鮮人の生活を体験することでもある。工

たアジュ..--- とるアジ

し

と在日同胞従業員との格走、アジュモニたちの

卑狽な話など、そこも世間の現実とは変わらなか

った。

fそこの場所でしか、その生活でしか生怠ていけない

人々の真似をするようなことは、その人たちへの侮辱

ではないのかj と、私をIf:(持非難する手すもいたの問題

は生活の~なのか、それとも意識なのか。だが、形と

窓識は別1f，~に考えられるも

不透明な迷いに解答誌なかっ

荘、は、“生出"を生きている、という

人々にどこかで憧れ、かくあるべきだと、そω資を勝
f-な思い込みで描き、美化していたのだろうか。(巾略)
このtJ+にはさまざまなfドふ号があり、そこで個々人が

近寄りがたい定めのようなものを、:t:まれた時から背

負いながら生きている O 多分どこに行っても人間は具

体的に、ぞれこそきわめて直裁に生きているす"であるO

たとえそれがどんなに韓惑であっても……。 n分はど
こでやきていくのか。 品部設と生きていくのか。和変
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て わらず中途半端な私の放っ体呉のひどさは、その醜感

さの比ではないように思えた。このさまざまな牛

底tにこ私詰達してみたいQ だがよ誌に穫が絡みついて、そ
の誌に至る道弘患っていたより深く険しい。(ド線筆
者γ11

“かくあるべき

る朝鮮人に接したい、と盟、い描い

突の前で砕かれてしまった。自

ったいどこにあるのか、と迷い込んだ、李良枝は、

生きていく

ったこ日

とである。

李得賢は、 1955年にある

たあと、無期懲役で二十数年間も

らしを強いられた。彼は終始犯行を否認、し、共犯

者とされたもう一人も無実を主張した。正木ひろ

は、被害者の実凡夫婦と実

き入

tL 

れちれなかっ

するために真犯人を告発

で活動が発展したが、結局、

た。 fj:し正事件Jは、かくして

派生させることになったのである口

私が事件そ知ったのは、一九七五fドト二月に正木弁

護士が能界おれるすこし前のことだった。浮若年三月、

その死を待っていたかのように上告は棄却され、 'A'ff
といわれたこの事許に o}，t; リオドがうたれ

る状態となっていく O 当時、李さん

、私ははや一一1一

の舟いた r吋?倍ラ尭』その伯を読めば、 ;人が無実である

ことは識のけじも明らかだった。(中館長)

事件当時の新聞は、頑強に犯行を再認する李さんを

I F守合ざる字、ふてぶてしい苧 lという一方的な古き

}Jで報滋している。事件現地を何度か捗く中で、私は

あるj析でこんなfl:i1r:1れこした。
「李さんが無実だとわかっていても、地元の人間がそ

して立うことはできなかったんじゃないだ

ろうか。朝鮮人の味}jをするようなものだからね。ぞ

れに朝鮮人だったら殺人くらいやりかねない、という

偏見があるんだ l

朝鮮人だったらやりかねない、朝鮮人の味方をする

わけにはしゅ、ない .0 野梨、検察、裁判所という密

引のけ1でグッチ 1'0げられていったこの事件は、こうい

った朝鮮人に対するLl本人の産別感情に裏付けられ、

lE汁化3れてきたことを浮き彫り tこしている。出椋さf
者である…LにWJ鮮人であった苧;ふさんはやはり“よそ者"

た。丸~IE事詩:は単なる吉正罪事持:ではなかったので

る、黒々とした;権力の、謁が-{需の人間をのみこみ、



北{像fY.J吠界、小説への道

犯人と 3れた苧得腎は、いわば言葉

if也二fわてるある。その「他者J を支援するために
うハンストは、ある;む味では示威運動でもあ

った。つまり、ハンストは、一種のく象数的な〉

万七戚運動で、あり、または一輔の祭典、誌問8"]カタ

ルシスでもある。この運動は、嫌な人物に対する

あるいは破壊の手段によって表現された びに

ものではない。しかし、まさにぐ象徴的な運動> ば

は、<象織がjな場所(異識を唱えるくパロールの

)に連結されようとする意志なので、

のメカニズムから百えば、それは、パ口一/レの奪

取と擁力とが介粧する、表象の政治的力学とも言

生活が内包する惑慣のi嗣も時間もさまざまな可能性も

奪い去っていく、私はこの日本の権力の“R大さ"を
メL正事件で想、い長11らされていた。

は、見捨てられた在日朝鮮

を救援するために、線IM数寄犀橋
ンガーストライキ奇liなっ

この支援活動は、多くの支様者を集め、

しかし、ハ

に、ス口一ガ

ンだけを日にしている白分の生き方に屈折し

を党え始めたのである。次のこつの文は、当

を現わしている G

詰が曲がっている、長設がかわささっている O 私は

そんな自分に気づき始めている。朝鮮人であることが

イ可なのかを考える訴に、逗V，ぐしい排他'1主の前でただ三

そうj摺そうと考えていた問。だが、久朝鮮>を Jは識しだ

してからも私の背筋はliiJじように惑がってい
字務な工葉でH本と 11本人を告発し、 A梯の悲~I:l~ で、

丸11:事{ff:を語る私の言Ijで、よ認識的白れに酔:う Ll本人は
Wうなずいた。三葉と'Lが;の距離は主主紹な f解で'.tfHめ
什わ0*工、 i.:W性を踏まえるという前提も、馴れ行い
の台三葉に成り下がっていた。あるのは切れ切れの惑

?慢の寄せ組めと、むき11¥された忠志だけだ。ヰ?ωE並々
としたものに今j支は自分!'l身が巾づりにされていくよ
うな思いであった。 J* 11 

「その七百0)私としては、実体もなしに言葉だけを長ぷ

政治的なス口一ガンよりも、創出的な問題に!-CI;を肉付、

!f:さんーにおいても持権的なものとは無縁の態震をめざ

しながら、実感のともなう運動受脱出してしベノJIム!で

円分の生ささやまな椛d!dし、また恕挺したいと思ってい
たのです。

けれども、結局のところへップ'j"場で、の生活も救桜

連動も、私の民主主:窓i識と泊義感ないしは精神的なi:体

性の模索において、満Jt.おけてくれるものではありま

せんでした。…1*7

セノレトー氏は、メディア社会における示威連動と

許諾活動との関係について、次のように指摘して

いる。

示威運動は、新しく、異なるタイプのコミュニケ…

シタン だがそれにふさわしい政治や鰐諭をまだも

っていない一ーを、その運動を議明ることしかできな

い同じ詩語活動において表現したのである O だからそ

の示威連動は、まだ言恥こも行為にもいたらないくほ

かのこと;伝吉味し、く象徴的>であるにとどまった

のである。移

ここでは、李良枝の行なったハンストと、パリ

革命の意義とそ比較するわけではないが、

示威運動は、その掠理からいうと、公共的領域に

おけるく象徴的>運動である以仁、相通じるとこ

ろがあると思われる G したがって示威運動は、情

熱だけでそれを支える理論がないと、滞動そのも

のを持続できなくなり、運動自身を裏切ることに

なるのである。

前者は、李長枝の妹・カマーゴさかれ:

さんのご協力で、その父親の経営している国際友

ある)を訪れ、そこ

る機会が得られた。その時、カマ…ゴさか

江さんは、遺品のItlから李得賢の救援運動につい

たが、これらのメモ

さを感じさせるとともに、

くるような気がした。

"恥
''-0 

ところで、

ともなう李良枝の自己嫌悪につながる

ものであると、説明するのは少々知絡的であるの

ここでは、やはり との出会と

いtごついて考えてみなければならない。

をした以階、李良枝

iぜt

を油じて、いわ

としての白己を取り戻そうとしたわ

そして、東京へ戻ってからの、日本名

ρ¥ツ

を持つ自分と う世界にいる在

える。パリの五月革命 したミュシェル・ド・ 生活をもっと知りたいという

。。
ハ
hけ

〉たもの
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である。 それらは「他者j との出会いとは たな転換の開始である。たえ る

ることを欲しない

にいえば、「私の<朝鮮>J像を
との出会いは、や

である在

し、あるいは是正しようとするわけであるO 知の

レベルにある首諸活動、たとえば革命的言語活動、

社会的苦語活動、文学的言語活動などがあるが、

李良枝の救控運動に関わる言語活動は、どれに!躍

するかが分かるだろう。名分や建前に、ス口一ガ

ンだけを口tこした言葉は、

らし

を強いられていた李得賢が、 1977:年ι仮釈放され
た。 22年間もの闘いのとt活だった。獄中から;むた

李得賢は、「無実をはらしたい。はれるまでこの[J

本を動かない」と決意した。その闘いについて李

良枝はこう語っている。

制しhという言葉を、夜、は以'IIiのように安易いは使え

なくなった。躍いとはわ:1"与であり、 H々 の選択とその
持続を意味するものでなくてはならなし、こういった

苧3んの生き)jが夜、に資設な示峻をうえでくれたので
ある。私はまた額母11琴を弾き始めたの命 11

7"  

弘司 りなき

ールにおいても変わりはない。

き作いは、一種の間執する
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とってその向き合いは、いわば{立相転換を意味す

るものぜあろう。

i時執するということは、要するに、探流し待機する
力を是が非でももち続けるということである O そして

まさしく民執するからこそ、ヱクリチュールは、転位

るようになるのであるO傘14

ところで、李良枝は、いつ頃かち想を弾さ

たのだろう。高校時代に事曲部の部長記もなった

彼女にとって琴との出会いは、

るのである。一一「琴の稽古は京都へ仔コてからも

休みませんでしたが、鴨折高校へ通っている間に

民族意識に目覚めてからというもの、途y絶えがち

になりました。/民族的な問題を考えるようになっ

たのι日本の楽器にこだわり、稽古を腕けること

ことだった rアリラン、トラジ、

ノドルガンピョンと民謡を覚えていく中で、怠泣

伽舟s琴のもつ音色の紹広さとおおらかさに、

できる場所を求めていたように思うJ と、

と出会った時の喜びを語るほどだった。だが、当

時の彼女は、韓文研の活動や救機運動に追われて

いて、伽冊s琴を弾く余裕があるはず、はなかった。

かといって、伽仰琴は彼女から離れたわけでもな

し.0
告E需~琴は平稲山大学を中滋して荒}IIIXに住むように

なってからも、いつも梼にいて頼もしい付き競いのよ

うに荘、を恕め、鵠ます役割を果たしてくれました。告u
得琴は音そのものに秘められている魅力ばかりでな

く、 H本の琴を稽おしてきた私にとって法組問のイメ
ージの象識でもありましたし、伽部琴:と琴の講造的な

違いや1去の違い、技法ω瀦いなどから H本と韓民の文
化的な遭いまで連惣さけられ、ま ð~こ、民膝;意識を裏

づける大きな役割そ果たしてくれることさえありまし

た。(中略)

私は伽仰琴という楽出をよtsじて、内分なりに母国の
姿を思い摘さ、また庁長f通じて付悶ω照E史と関わりを
持ち、たくさんのrllJtが愛でてきた者のqJにおのれの
存在を投野させてみたりしながら、その七百突き当たっ

ていたいくつかもの期金繰り組える道を模索していま

した。本7

鮮人」



想像的役界、小説への道

させたと言える。つまり、普前郁容とのi有き合いは、

く朝鮮 Jとの距離でもあり、またく外部>

を内に抱えている緊張感でもある。そこに、事良

枝の求める「朝鮮人」としての届性が位置づけら

れているο こうして、税部容の音、象徴的に<朝

yの音色とも喰えられるその響きに蹄酔する李

良枝は、母冨に出分の夢を賂け、もうひとつ

界を思い描き始めたのであるo

その意味で、「“かくある"自分と“カ〉くあろう"

とする自分の顕望、その中心線のぶれの中で確か

めようとしてきたもの一…ぞれが私のく朝鮮>で

あったj と述べられる f私のく朝鮮>Jは、李良
とって決して権認ずみではなく、彼女にとっ

てその間賠は、終わりなきエクリチュールの営為

であろう。

李f尋賢が仮釈放されたあと、李良枝

定の時期に入り、 i瓶事琴の稽古を重ねていくと、
もっと本腰を入れて母国で原俗舞踊を修業したい

という願望が現れてきた。

5月、李良枝は、韓国の伽仰琴併唱の人

間文化財である朴費熊先生が李良枝の身元保証人

になってくれたので、憧れの母冨に留学すること

そ実現できたのである。光州事件のさなかに、

女は母悶の土を踏んだ。もちろん、家から

でもあった。

デー二ヤンジョ、チュンモリ、チュンジュンモリ、ク

ッコリ、チャンモリ、ブィモワ……。それでも告分のく

輯鮮>に向かつて動き続ける私の息づかいは、この間

断ない散識の律動!替のftlで今も相変わらず不安定であ

る。

も、のがれ去る

いく。伽儲選手と

して

は、メピウ

ス ようなものだろうか。

結びにかえて

おそらく、ここで、私はつぎのように白問自

してみるべきなのであろう。なぜ、在

作家苧良枝を研究対象として取り入れるのか、と。

いまから 5年ほど前、私は渋谷の紀伊園陸欝届

五である李良枝の未完の遺作『石の磐3

をたまたま干にとってめくってみると、
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なったのである。早逝した不思議な作家、かなり

;不安定な書き方……。それ以来、李良枝の存在は

私の脳裏から離れていなし瓦。 1996年5月、私の大

学院生時代の指導教授が議"，で学術講演(大韓日

日文学会の主催)を行なった際に、身の程知ら

そこの学会に参加した私は、どきどきしなが

ら李良枝についての発表をして汗をかいた覚えが

ある。 *15

発表の!市上、ある 日本文学研究者から、

fイ・ヤンジは、在E向胞ですし、在日間胞は、

わたしたち

ナタは、中国人です。 lt呈i人はわたしたちにとっ

て“第五者"なんですから、“第三者"

アナタは、韓国人の感'措を理解しな

ヤンジのブンガクを理解などできないじゃない

か」といった発討が出た。 r?? ?…・・1、なるiま

ど、 f第三者」のウタシが、 rfiT，者J とみなされた
日朝鮮人イ・ヤンジのブンガクについて、ぜひ

とも本腰を入れて研究してみたいと、自分の思い

を固めたのは、その時だった。あれ以来、それほ

ど進んでいない私の李長校研究と思うと、赤面す

る毎日である。

1998年G月、私は苧良枝の父親とお目にかかっ

、いろいろのお話をお何し￥できた。

日、軍属として南洋へ行か3

戦死したお父さん、そして家庭問題、淑枝の家出

……などの言言をやiっているうちに、だんだんと目

くなってきた。と同時に、李良枝の文学泊、

彼女の家庭環境、および彼女向身の「私J

とは切っても切れ令い関係にあると痛感したので

ある。そして、 98年の夏、私誌念綴の地 ソウ

ルを訪れ、八割問滞在したが、その際、李良枝の

母国翠学時代に生活など婦問を見てあげたこ信関

図欝出版社長李敏子氏にも、李良技の生揮の友、
キムリエ

金不IJ聴さんにもお会いでき、金々とお話を伺った。

ソウルから戻った後、私は李長枝研究とな

ろうと構想、を考えた。

本稿の考察は、その怠昧でまだ初歩的な試みで

あるが、この中で、まず「在日 j をめぐる状況や

および李良枝の文学をめぐる

ついて触れ、そして戦中、戦後を駆けぬ

けた苧良枝の父親の来日の経緯を考察し、最後に

たどって、 「朝鮮人J
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をめ を検証したり

と γ日本」、この二つの文化のせめぎ合

いの中で宵てられた李長枝の家臨閣議を鑑みる

に、「日本人」になりさろうとする父の志向、それ

と背馳する李良枝の f朝鮮人J の志向が明るみに

出たοrbfJrt滋枝」から「李良枝j への改称は、

も った。

「 になりきろうとするその父は、

“日本人"を演じ

り捨

てていた。好むと貯まざるとにかかわらず、そう

せダるを得なかった、それ以外に方法がないので

あるo しかし、切っても初れない“朝鮮"なる

体と、同時に苦労して身につけた日

などとが介在する生活の中で、どうしてもかみ合

わない部分がそ

を生じたのではないか。前にも触れたが、「済

チ1'[島の女J は F無教弾J などだとする考えは、ま

さに一橋の準日本国民志向からくる「文明人j の

志向によるものと思われる。言い換えれば、く文

明〉のく野窟〉への;謀説、そこから

への軽蔑、長日、ない

えついたのではないだろうか。そのようにし

じてきた生活や感情耐での破粧が夫婦関係を

悪化させ、その後、別居を経て離婚訴訟へと

していったのであろう。

ここではこの問題は、ただqtにそ
ったと、

ない。その破綻は、 rn本人Jになりさろうという
志向と、“朝鮮"なる身体とがヲ同裂かれた彼らの

身体性の練件であり、それによって相手

し

まさに自

る

さらにく国民〉として存症すること

つ

えてい

は、

民〉たちが、一等国の〈開民国家>、「内地Jへや

って来て、征服者の地で言語、月反装、挨拶、

といったく阿民>の習俗そ遵守し、そ

なければならない、まさしく身体を抑圧した在日

朝鮮人一世たちの証しだった。この意味で彼らに

とって「家車 i とは、彼らが“[j本的身体"
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りなす舞会であると同時に、彼らの身体分裂の場

でもあった。そして、ぞう言ってよりれば、李長

にみられる二つの異なる志向は、

よりも在H朝鮮人一堂と三世をめぐる

および家旗崩壊の兆し(とくに李良枝の家族

を限定しないが、たとえば作家柳英患の家族の場

合、そ

|日し

、ディアスポラな存荘とし

学の可能性を生み出すことを盟示している。

家出をした李長枝が、しかし「朝鮮人j として

の自己を求める円環運動の中で体験したのは、理

究明と現実、言葉と生活との説難、 f朝鮮人」の存在

から

日同胞社会が、

彼女は

といった観念的な

思い描いた“かくある

または“かくあるべき"在

く事良枝を裏切ってしまう。結

を見失い、 るナピ¥も

う一人の自分と出会うことになるのである。その

うち、象徴的な「他者J との出会いは、

われた f他者J である在司朝鮮人…世李鐸竪の事

った。ノf口

按運動は、

という目的のための救

ら直接的な告発や戦闘的な言

葉で空しいカタルシス

た。だ、が、李良枝にとっ

了解ずみの問題ではなかった。みずから

現して肉体化された言葉が、その後彼女の生活の

つながる。かくして、 rf也者Jと
を繰り返すのを経ることによって、

は言い表せない

いく。

を突破して

との出会いは、その延長上に位置づけら

れるべきものであろう。しばらくのあい

なっていた伽僻琴を再び弾くようになったのは、

やはり「朝鮮人j としての白己を求める李良枝を

もっと内面化させるもうひとつ象額的な出来事だ

った。すなわち、伽イ耶琴の斉組、その M響き

られている舷力に陶酔する李良枝の身体に、

のく朝鮮>J像が投影されているはずなのである。
しかし、やがて祖国に夢を期け乱舞するナピ(搬入

そんな彼女を、母由で昔悩する日々が待ち受けて

いたとは、おそらく夢にも ったのであろ



想像的世界、小説への道

う。李京枝のFHこ挟ってくる祖間の姿と、
身のく朝鮮>縁とがどのように重なっていくの

か。この問題は、それこそ f後縞j の研究課題と

したい。

「在日」の文学は、とりわげ朝鮮半島を植民

地<非世界〉に強いた近代H本の進めるく国民

>の“文明開化"の枠組みの中から産出され

が日

鏑〉的存在なのである。

文学の機能は、おそらく倒錯的な装請である O

そこ日は、さまざまな姿が見いだされるのであるD

海を挟んで玄界灘の向こうにあるく相国>を眺

め、その恒国にまつわるさまぎまなイメージを語

り、または父や母に対する複雑な心境を表現する

のに、 を設定しなければならぬパラド

ックスのうちに、これまでの「在日

く非世界>の寵の法;こいる子部たち、すなわち

く一等、三等、三等、四等〉までの朝鮮人、ない

しく透明人間〉一一ーの不は、ご偏重に象徴されて

あるのだ口世紀の変り目に新たな地平線が現れそ

うな今日において、李良枝のような新しい世代

のく非世界>からの、マイナーな文学におけるポ

スト・ゴロニアルな問題性は、在日文学の新しい

となり、国境を越えていくはずであろう。こ

えば、皮肉なことに、幻の「国民文学」

からのマイナー

なければならなかった る。

【注]

1)林浩治『在日朝鮮人H本語文学論 54--60頁(新

幹社、 1991・7) 

2) 李良較の文学方向性に関する林浩治の見解について

辻、本論考古立稿」の目的現諦により論じることが
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できないが、 f後議j で触れることになる。ただし、

小説 F出額』の脱民嫉性をめぐる林浩治の批判は、

氏自身の強い f政治性」や「民族性」の立場にもと

づくもので、鎖きがたいところが多く、検討する余

地がある。なお、 f出熊』をめぐる小説の方法につい

ては、拙論 f越境する文学 方法としての『出期J

………J ("PROCEEDINGS OF THE 21st INTER偽

NATIONAL CONFERENCE ON JAPANESE 

LITERA TURE [1997J " r国際日本文学研究集会

会議録(第21出).s、間文学研究資料宣言、 1998・10)

があるのをここに記しておく。

3)金五鰹 fいま、 r夜日sにとって F属籍』とは向か

李被成君への手紙J U'教界』、 1998年10月号〉
4)争液成・金 芝ii'lJr<特]JIJ対談>民主薬と器入新
潮、 1996年2

5)問中指 rWe'刊を支える礎になったこと (rrWe'

r旬、 1993年1月母、発行人:田中浩)

6)苧 良枝「わたしは朝鮮人J (r李良枝全集』に所収)
7)事 良枝「私にとっての母国と日本J (L李良枝全集J

に所収)

8)小林嫌米『出来事としての文学.s(作品社、 1995・4) 

春日召0

9) r芥川賞作家 李良枝さんをしのんでJ (拡報り冶じ

よしだ No‘506、1993・3) 

10) カマーゴおか江f李良枝婦jJ (rrほるもん文化6品、新

幹社、

1])李 設綾子議議の律動の中へj グ李良枝全薬品
収)

12) 111下涼子 f心に穴があいたようにJ (広報官ふじよし

t!.;， より)
13) ミシょι/レ・ド・セルト_rパロールの奪取 新しい

文化のために 36民(法政大学出版局、 1998・5) 

14) ロラン・バルトr文学の記号学.s(みすず書房、 1984・

2 )戦昭。

15)詳しくは、拙論「第三世代の在Hの丈学……李良枝
を中心として (11日語日文型』第6輯、大韓日説日

文甥殺、 1996暢 11) を参照。

*この研究は、財同法人伊議議愚育英財研1997年痕.H 

本研究助成ιよるものである。ここι、研究員存戒をして
くださった伊藤謝恩育英財団に謝意をま慢する次第?あ

る。


